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～皆さんこんにちは、杉並消防防災マガジンです～
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◎　杉並消防署からのお知らせ　
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(1)　地域の協力体制づくりの促進

高齢者や障害者などには災害時に手助けが必要な方（災害時要援護者）がいます。こうした方々は、災害時に、自力避難が難しく、避難が遅れることが考えられます。
災害時要援護者を地域が一体となって、協力・支援できる体制づくりを進めましょう。
　消防のふれあいネットワークづくりを充実させよう
　　　災害が発生したとき、災害時要援護者の方々には消防隊が到着するまで近隣地域の方々による援護が必要です。
　　　日頃から消防団等の地域の防災リーダーとの連携を図るとともに、町会・自治会、防災市民組織、事業所等をはじめ、民生委員、ボランティア組織等が中心となり、災害時に援護を必要とする方々を支えあう地域ぐるみの協力体制づくりを推進しましょう。
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(2)　住宅用火災警報器の有効性及び必要性

平成１０年から平成１９年までの１０年間の住宅火災による死者の発生経過をみると、約５割が「発見の遅れ」によるもので、火災から命を守るためには火災を早期に知らせる住宅用火災警報器の設置が有効です。（グラフ１参照）
火災の発生を未然に防いだ事例や火災は発生してしまいましたが被害が少なくて済んだ事例など、多くの報告がされています。平成１６年から平成２０年までの奏功事例の報告件数は、年々増加しており、住宅用火災警報器の設置が効果をあげています。（グラフ２参照）

住宅火災による被害を低減するため、住宅用火災警報器の設置が義務化され、東京消防庁管内では、平成２２年４月１日から住宅用火災警報器の設置がすべての住宅に義務付けられます。
住宅火災から、大切な家族や財産を守るため、住宅用火災警報器を早期に設置しましょう。
※平成２０年中の奏功事例件数は、１１月３０日現在の報告数です。
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奏功事例
万一、就寝中に住宅が火事になれば、人命を落とすかもしれませんが、住宅用火災警報器により早期に火災を発見できれば避難や初期消火ができるので、被害を最小にすることができます。

　火元建物の隣に居住する男性（５０歳代）は、自宅の居室にいると、隣の共同住宅から住宅用火災警報器の警報音とともに「火事です。火事です。」という音声が１０分程度鳴り続けたので、自宅の電話から１１９番通報を行った。
到着した消防隊が火元室の扉を開けると、室内に白煙が漂い、居住者の男性（７０歳代）が就寝しているのを発見した。その後、男性を起こし避難誘導した。
原因は、居住者の男性の寝たばこにより布団に着火し出火したものである。
(3)　防炎製品など住宅用防災機器の普及促進　

ア　防炎製品
防炎製品が一般の家庭にも普及すれば、火災による被害の軽減に大きな効果を上げることが出来るようになります。そこで総務省消防庁の指導により、寝具、衣服類等の防炎性能を、消費者の立場に立った第三者機関である「防炎製品認定委員会」において認定しています。この委員会において認定されたものを「防炎製品」といいます。
防炎製品には、防炎物品ラベルと同様に「防炎製品ラベル」が付されます。防炎製品ラベルには、完成品に付けられる「防炎製品ラベル」と、加工される直前の寝具、衣服等の材料に付けられる「材料ラベル」とがあります。このラベルには責任の所在を明確にするため、事業所番号、製品番号等を記入することになっています。
· 防炎製品の種類と認定開始時期
	防炎製品の種類
	認定開始時期

	①側地類（布団側地、マットレス側地、布団カバー、毛布カバー、枕カバー等）
	昭和50年

	②詰物類（寝具用中わた、羽毛、プラスチック発砲体等）
	

	③ふとん類（布団、座布団、ベッドパット、枕【陶製、籐製を除く】、マットレス等）
④毛布類（毛布、ベッドスプレッド、タオルケット等）
⑤テント類（軒出しテント、装飾用テント、キャンプ用テント等）
⑥シート類（工事用シートを除く。）
⑦幕類（防炎対象物品及びその材料を除く。）
	

	⑧非常用持出袋　
⑨防災頭巾等、その側地、詰物類
	昭和57年

	⑩衣服類　
⑪布張家具等、その側地
	昭和61年

	⑫自動車、オートバイ等のボディカバー
	平成4年

	⑬ローパーティションパネル
⑭障子紙
	平成9年

	⑮展示用パネル
	平成11年

	⑯祭壇　
⑰祭壇用白布、マット　
	平成12年

	⑱防護用ネット　
⑲防火服、その表地
	平成16年

	⑳その他、防炎製品認定委員会が指定したもの
	


イ　防炎製品の参考価格
防炎製品は小さな火に接しても着火しにくく燃え広がるのを防ぎます。


ウ　通信販売による斡旋サービス
	取扱店舗名
	住所・電話番号
	取扱品目

	（財）東京防災指導協会
販売担当
	新宿区四谷３－１０
TEL 03-3353-9119
	エプロン・割烹着・寝装品・アームカバー

	本所防災館
	墨田区横川４－６－６
TEL 03-3621-0119
	エプロン・割烹着・アームカバー・シーツ・掛け布団カバー・枕カバー

	池袋防災館
	豊島区西池袋２－３７－８
TEL 03-3590-6565
	エプロン・割烹着・アームカバー・シーツ・掛け布団カバー・枕カバー

	立川防災館
	立川市泉町１１５６－１ 

TEL 042-521-1119
	エプロン・割烹着・アームカバー・シーツ・掛け布団カバー・枕カバー

	（財）日本防炎協会広報室
	中央区日本橋室町4－1－5

共同ビル
TEL　03－3246－1661 ㈹

FAX　03－3271－1692
	割烹着、エプロン、アームカバー、シーツ、掛け布団カバー、枕カバー、ひざ掛け



エ　住宅用防災機器…住宅用消火器・エアゾール式簡易消火具・住宅用自動消火装置・住宅用スプリンクラー設備





(4)　火災安全システム等の設置促進

　　　高齢者や障害者を対象として、火災による犠牲者を防ぐため、東京都、区市町村及び東京消防庁では火災安全システム事業を実施しています。このシステムは、専用通報機と住宅用火災警報器を接続し、火災信号を自動的に東京消防庁に通報するものです。詳細については、区市町村の高齢者及び障害者福祉担当課又は福祉事務所にお問い合わせください。
　区市町村によっては、住宅用火災警報器、自動消火装置及びガス安全システムの単独での給付事業を実施している場合がありますので、同様に区市町村の窓口にお問い合わせください。


消　防　博　物　館
1年の中でも火災が多く発生するこの時期に、来館者の消防に対する理解をより深めていただくことと、防火防災思想の普及啓発を図ることを目的として、「平成２０年度冬の所蔵品公開展示」を下記の通りに実施しています。

１　名称

　　所蔵品公開展示「火の用心　‐語り継ぐ防火の心‐」展　

２　期間

　　平成２１年３月８日（日）まで

　　（ただし、休館日を除く）

３　開催場所
　　消防博物館　〒160-0004　東京都新宿区四谷3-10

　　　　　　　　【最寄り駅】東京メトロ丸ノ内線　四谷三丁目駅②番出口直結

４　内容

　　　火災予防の合言葉として広く使われる「火の用心」の言葉は貼札や防火ポスターなど様々な形で表され、人々に防火の心を訴え続けています。そこで今回は常設展示では見ることのできない火の用心に関連する錦絵や掛け軸、木札や煙草入れ等の貴重な史料を、公開しています。

５　同時開催企画（いずれも参加費無料）

（１）　消防自動車乗車撮影会

ア　日時　　平成２１年２月１１日（水・建国記念日）スタッツ消防ポンプ自動車　　　

　第１回　１０:００～１２:００　　　

　第２回　１４:００～１６:００　　

イ　場所　　地下1階展示場

ウ　内容　　展示してあるスタッツ消防ポンプ消防自動車に、来館者のうち希望する方に乗車していただき、デジタルカメラにより撮影した画像をその場でポストカードに出力してプレントします。


　

スタッツ消防ポンプ自動車

（２）防火ジグソーパズルコーナー

ア　

日時　　期間中随時

イ　場所　　６階映像室

ウ　内容　　当館所蔵の錦絵などのジグソーパズルを完成させましょう。

（３）防火双六コーナー

ア　日時　　期間中随時

イ　場所　　６階映像室

ウ　内容　　当館所蔵の火の用心に関連するすごろくの絵を実際に楽しめるように仕立てました。

（４）ちびっこ読書コーナー

ア　日時　　期間中随時

イ　場所　　６階映像室

ウ　内容　　当館所蔵の消防に関する絵本を自由に読んでください。

（５）防災アニメ上映　

ア　日時　　期間中常時

第１回１０：００～　　第２回１３：００～　　第３回１５：００～

イ　場所　　６階映像室

ウ　内容　　防災に関するアニメを上映いたします。

　

東京消防庁　消防防災資料センター　消防博物館

URL　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/ts/museum.html
【開館時間】午前９時３０分～午後５時００分

【休館日】　毎週月曜日（国民の祝日にあたる場合は翌日）12月28日～1月4日

【入館料】　無料

【問合せ先】℡　　０３－３３５３－９１１９

Fax　　０３－３３５３－９９２５

Mail　hakubutukan@tfd.metro.tokyo.jp　　担当：大久保・加藤

災害情報
（杉並消防署管内１月３１日現在）
　　火災件数　　：　　　３０　件（昨年同時期比　　  　２１　件）

　　救急出場件数：　　２６９　件（昨年同時期比　  　２６７　件）

（東京消防庁管内平成２０年中）
　　火災件数　　：　　５,７５７件（昨年比　　　　－４３件）
　　救急出場件数：６５３,２９９件（昨年比　－３８,２５０件）
◆◇◆◇◆◇◆防災に関する情報はホームページでも提供しています。◆◇◆◇◆
　　◎東京消防庁ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/
　　◎杉並消防署ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-suginami/
　　メールマガジンに対するご意見、ご要望をお待ちしております。あて先は次のとおりです。
杉並消防署（E-mail：suginami@tfd.metro.tokyo.jp）
※　上記E-mailへ書き込みでの災害通報は、１１９番通報とはなりません。ご注意ください。



























































































































































































































































































































































































































住宅用自動消火装置の作動により大事に至らなかった事例











ガスボンベが誤って過熱され破裂し火災となる。　


〔概　要〕


共同住宅のミニキッチンの電気クッキングヒータに体が接触し誤ってスイッチが入り、電気こんろの上に置いてあった簡易型カセットコンロのボンベが過熱され破裂し火災に至った。


ミニキッチンに設置されていた住宅用自動消火装置（粉末）が作動したため、ぼや火災で済んだ。





水道直結式住宅用スプリンクラーのシステム例





�





　住宅用スプリンクラー設備は、火災が発生すると熱などを感知して、自動的にスプリンクラーヘッドから散水を開始して消火を行い、同時に警報ブザーも鳴らし火災の発生を知らせます。


　このシステムは右の図のように水道管とスプリンクラーヘッドが直結していて、この水を利用して消火をします。





�





住宅用自動消火装置は、熱を感知すると消火用の薬剤を自動的に放出して火を消す装置です。水で消火するスプリンクラーと違い、天ぷら油の火災にも効果があります。給水用の配管が不要のため、既存の住宅にも簡単に設置することができます。居室の壁や天井に設置するタイプと、天ぷら油火災に備えてレンジフードなどに設置するタイプがあります。


　装置の形状は、感知部・放出口・薬剤の貯蔵容器が一体型のものと、放出口と貯蔵容器を導管でつないだ分離型があります。





�





エアゾール式簡易消火具はスプレー式のワンプッシュタイプで、殺虫剤の容器とほぼ同じような形をしており、中には消火薬剤が入っていて、片手で手軽に素早く使用することができます。天ぷら油や石油ストーブの火災、紙くずやカーテンなどの火災の初期の段階に有効に使え、消火できるものが絵で表示されています。


　本体に品質保障期間の終了年月が表示されていますので、その年月が過ぎたら買い替えなどが必要です。
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�





　消火性能として適応する火災は次のように絵表示がされています。
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　住宅用消火器は粉末消火器と強化液消火器の２種類があり、通常の消火器より軽くて小さく、女性やお年寄りなど誰にでも使いやすく、消火器本体の色も黒や白など様々な色があります。


　点検の必要はありませんが、本体に使用期限等が表示されていますので、期限が過ぎた消火器は交換しましょう。また、期限の過ぎた消火器はゴミとして出すことができませんので、必ず購入された業者などに持ち込み、処理を依頼しましょう（有料）。














※本参考価格は（財）日本防炎協会のものです。








製品名�
※　参考価格（税別）�
�
割烹着�
２，７００円から�
�
パジャマ�
５，９００円から�
�
エプロン�
２，３００円から�
�
アームカバー�
７００円から�
�
シーツ�
１，３００円から�
�
掛け布団カバー�
１，９００円から�
�
枕カバー�
５００円から�
�






※資料提供　財団法人 日本防炎協会





寝たばこにより出火！警報音で隣の男性が火災に気付いた事例（H20.11）








グラフ2　奏功事例報告件数


（平成１６年～２０年中）
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総数841人








自力避難困難


(112人、13.3％)











衣服への着火


(83人、9.9％)











逃げるタイミング


の遅れ


(39人、4.6％)











その他、不明


(189人、22.5％)











発見の遅れ


(418人、49.7％)











グラフ１　火災による死者の発生経過


（平成１０年～１９年中）





住宅火災により亡くなった人の


約５割が「発見の遅れ」です。





発見の遅れ


(418人、49.7％)





�	日頃から近隣の人々との交流を通じて地域の防災対策を考え、災害時に適切な行動がとれるようにしましょう。





�	地域の自主防災組織や近隣の事業所などとの連携を積極的に進めるとともに、普段から訓練を行い、「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識をもって、地域の人々が協力し合って災害に立ち向かえる体制を充実させましょう。





�「消防のふれあいネットワークづくり」をスローガンに、災害時に援護を必要とする方々に対して、近隣の方の協力や支援により、「安心して暮らせる環境づくり、まちづくり」を進めましょう。
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